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これからのまちづくりにおける行政・市民の役割
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Ⅰ 行政を取り巻く環境の変化

Ⅱ Gov.2.0とは

Ⅲ ちばレポ
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Ⅰ 行政をとりまく環境の変化 １

☆ 変化への対応

4

地方分権の推進

自治体の

自己決定権の範囲拡大

人口減少

少子・高齢化の進展

税収減少

社会保障費増

市民ニーズの高度化・

多様化・複雑化

行政対応が

困難な課題の増加

○「あれも、これも」 ⇒ 「あれか、これか」（選択と集中選択と集中選択と集中選択と集中）

○ 行政による「公平・画一な対応」

⇒ 市民や企業の「ニーズに即した柔軟な対応」へ

市民による内発的、主体的な取組を行政が後押し
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Ⅰ 行政をとりまく環境の変化 ２

（（（（ ＡＳＡＳＡＳＡＳ-ＩＳＩＳＩＳＩＳ ））））

5

（（（（ ＴＯＴＯＴＯＴＯ-ＢＥＢＥＢＥＢＥ ））））

これからは・・

これからのまちづくりのイメージこれからのまちづくりのイメージ
⇒⇒⇒⇒ 「自助・共助・公助」「自助・共助・公助」「自助・共助・公助」「自助・共助・公助」へへへへ

国国国国

↓↓↓↓

↓↓↓↓

県県県県

↓↓↓↓

↓↓↓↓

市町村市町村市町村市町村

↓↓↓↓

↓↓↓↓

地域コミュニティ地域コミュニティ地域コミュニティ地域コミュニティ

市民市民市民市民

国国国国

↑↑↑↑

↑↑↑↑

県県県県

↑↑↑↑

↑↑↑↑

市町村市町村市町村市町村

↑↑↑↑

↑↑↑↑

地域コミュニティ地域コミュニティ地域コミュニティ地域コミュニティ

↑↑↑↑

市民市民市民市民

個人個人個人個人がががができないことをできないことをできないことをできないことを

地域コミュニティ地域コミュニティ地域コミュニティ地域コミュニティ

が補完が補完が補完が補完

補完の関係
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Ⅰ 行政をとりまく環境の変化 ３
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行政が何でもやる時代は終わり行政が何でもやる時代は終わり行政が何でもやる時代は終わり行政が何でもやる時代は終わり

•高度成長が終わった今、予算枠は大幅には増えない高度成長が終わった今、予算枠は大幅には増えない高度成長が終わった今、予算枠は大幅には増えない高度成長が終わった今、予算枠は大幅には増えない

•行政依存体質からの脱却が必要行政依存体質からの脱却が必要行政依存体質からの脱却が必要行政依存体質からの脱却が必要

•自助、共助、公助のバランスをもう一度考える自助、共助、公助のバランスをもう一度考える自助、共助、公助のバランスをもう一度考える自助、共助、公助のバランスをもう一度考える必要必要必要必要

これからは市民によって支えられる街へこれからは市民によって支えられる街へこれからは市民によって支えられる街へこれからは市民によって支えられる街へ

•市民市民市民市民ののののニーズにきめ細かくニーズにきめ細かくニーズにきめ細かくニーズにきめ細かく応える応える応える応えるにににには、市民は、市民は、市民は、市民の参画が不可欠の参画が不可欠の参画が不可欠の参画が不可欠

•市民が本格的に街づくりに関わるための制度作りが必要市民が本格的に街づくりに関わるための制度作りが必要市民が本格的に街づくりに関わるための制度作りが必要市民が本格的に街づくりに関わるための制度作りが必要

•そのためには、行政と同じ情報を市民に持ってもらう必要があるそのためには、行政と同じ情報を市民に持ってもらう必要があるそのためには、行政と同じ情報を市民に持ってもらう必要があるそのためには、行政と同じ情報を市民に持ってもらう必要がある

•高齢者の生きがい対策のためにもボランティアの促進を高齢者の生きがい対策のためにもボランティアの促進を高齢者の生きがい対策のためにもボランティアの促進を高齢者の生きがい対策のためにもボランティアの促進を
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Ⅱ Ｇｏｖ.2.0 とは １

2009 オバマ大統領が就任時、「透明性（transparency）」、「国民

参加（participation）」、「協業（collaboration）」という

オープンガバメントオープンガバメントオープンガバメントオープンガバメントの３原則を示す

2009 ティム・オライリーが、ガバメントガバメントガバメントガバメント2.02.02.02.0を提唱

（ ITを活用したプラットフォームとしての政府や、Do  It

Ourselves な社会をイメージ ）

2010 英国キャメロン首相が、「大きな政府」ではなく「大きな社会大きな社会大きな社会大きな社会

(Big Society)」を打ち出す

（ 中央政府から地方自治体への権限移譲、地域住民の行政へ

の参画、民間非営利部門の支援、政府データの公開など ）

★★★★ポイントポイントポイントポイント★★★★ いずれもいずれもいずれもいずれもオープンデータやＩＴを媒介としてオープンデータやＩＴを媒介としてオープンデータやＩＴを媒介としてオープンデータやＩＴを媒介として

個人やコミュニティを中心とする新しい社会個人やコミュニティを中心とする新しい社会個人やコミュニティを中心とする新しい社会個人やコミュニティを中心とする新しい社会を目指すを目指すを目指すを目指す

考え方は同じ！！考え方は同じ！！考え方は同じ！！考え方は同じ！！
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Ⅱ Ｇｏｖ.2.0 とは ２

千葉市は、こう考えます！

・行政と市民との役割を変える

・行政の仕組みをバージョンアップさせる

・ＩＣＴの活用により行政が保有していた情報を共有

・政策決定や公共サービスの提供に際し、市民が参画

市民と行政のフラットな関係

市民が納得する行政サービス納得する行政サービス納得する行政サービス納得する行政サービスを提供し、行政の効率化を達成

8
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Ⅲ ちばレポ １
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・目的目的目的目的

地域における様々な課題について、スマートフォンを活用し、市民スマートフォンを活用し、市民スマートフォンを活用し、市民スマートフォンを活用し、市民

から写真レポート等を投稿から写真レポート等を投稿から写真レポート等を投稿から写真レポート等を投稿していただき、その内容を分析することに

より、課題解決に向けた市民と本市の協働への可能性や仕組みづく

りについて検討を行う。

・協力事業者協力事業者協力事業者協力事業者 日本マイクロソフト株式会社

・実証実験実証実験実証実験実証実験 平成２５年７月１６日～１２月27日 ＊当初は9月末まで

・参加者参加者参加者参加者 千葉市民と千葉市役所職員

＜＜＜＜ ちば市民協働レポート実証実験ちば市民協働レポート実証実験ちば市民協働レポート実証実験ちば市民協働レポート実証実験 ～～～～ ちばレポちばレポちばレポちばレポ ＞＞＞＞

～地域課題解決のための新たな仕組み作りへの挑戦～
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Ⅲ ちばレポ ２
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地域における課題地域における課題地域における課題地域における課題

公園の不具合

道路の不具合

等

市役所の役割市役所の役割市役所の役割市役所の役割

市民の力市民の力市民の力市民の力

市民の力を発揮できる課題

市役所でなければできない課題

スマートフォン等スマートフォン等スマートフォン等スマートフォン等

ＧＰＳ機能を使った写真

レポート

ちばレポシステム

市民協働市民協働市民協働市民協働

行政の役割行政の役割行政の役割行政の役割
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Ⅲ ちばレポ ３

これまでの地域課題これまでの地域課題これまでの地域課題これまでの地域課題 ⇒⇒⇒⇒ クローズされた情報クローズされた情報クローズされた情報クローズされた情報

（通報した住民と受け取った行政担当だけの情報のやり取り）

11

（通報する）

住民

行政行政行政行政

（担当者）（担当者）（担当者）（担当者）

電話・メールなど電話・メールなど電話・メールなど電話・メールなど
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Ⅲ ちばレポ ４
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ちばレポちばレポちばレポちばレポ

（位置情報・写真）

地域課題地域課題地域課題地域課題

ちばレポへの期待（１）ちばレポへの期待（１）ちばレポへの期待（１）ちばレポへの期待（１）⇒⇒⇒⇒オープンオープンオープンオープンにににになる地域課題なる地域課題なる地域課題なる地域課題

可視化可視化可視化可視化

共有化共有化共有化共有化

顕在化顕在化顕在化顕在化

（プライオリティ）

（客観性）

参画・協働意識の誘発参画・協働意識の誘発参画・協働意識の誘発参画・協働意識の誘発

（潜在的な社会貢献意欲）

組織化組織化組織化組織化

（個人からグループへ）

組織組織組織組織を支援を支援を支援を支援

・育成・育成・育成・育成

［行政］［行政］［行政］［行政］
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Ⅲ ちばレポ ５
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ちばレポちばレポちばレポちばレポ

（位置情報・写真）

地域課題地域課題地域課題地域課題

（我が街を意識する）

意識化意識化意識化意識化

住みやすい街にしたい

良い環境の街にしたい

ちばレポへの期待（２）ちばレポへの期待（２）ちばレポへの期待（２）ちばレポへの期待（２） ⇒⇒⇒⇒ 街を意識する動機街を意識する動機街を意識する動機街を意識する動機
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Ⅲ ちばレポ ６
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クリックするとクリックするとクリックするとクリックすると…。。。。
【【【【市役所担当課からのコメント市役所担当課からのコメント市役所担当課からのコメント市役所担当課からのコメント】】】】

7月月月月2日日日日(火火火火)9:00 中央・美浜土木事務中央・美浜土木事務中央・美浜土木事務中央・美浜土木事務

所でレポートを受け付けました。所でレポートを受け付けました。所でレポートを受け付けました。所でレポートを受け付けました。

現場確認中です。現場確認中です。現場確認中です。現場確認中です。

7月月月月3日日日日(水水水水)15:00 委託業者に対応を委託業者に対応を委託業者に対応を委託業者に対応を

依頼しました。依頼しました。依頼しました。依頼しました。
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Ⅲ ちばレポ ７
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実証実験の概要（平成２6年1月20日現在）

参加登録者参加登録者参加登録者参加登録者 性別（市民）性別（市民）性別（市民）性別（市民）

年齢年齢年齢年齢構成（市民）構成（市民）構成（市民）構成（市民）

レポート件数レポート件数レポート件数レポート件数

処理状況（公開済分）処理状況（公開済分）処理状況（公開済分）処理状況（公開済分）

分野別（公開済分）分野別（公開済分）分野別（公開済分）分野別（公開済分）

市民市民市民市民 市職員市職員市職員市職員 合計合計合計合計

850 391 1,241

男性男性男性男性 女性女性女性女性

658 (77%) 192 (23%)

10代代代代 20代代代代 30代代代代 40代代代代

34   (4%)    85   (10%) 188 (22%) 299 (35%)

50代代代代 60代代代代 70代代代代

154 (18%) 64   (8%) 26 (3%)

公開済公開済公開済公開済 未公開未公開未公開未公開 非公開非公開非公開非公開 合計合計合計合計

593 0 323 916

受付済受付済受付済受付済 対応中対応中対応中対応中 対応済対応済対応済対応済

45 134 414

道路道路道路道路 公園公園公園公園 ごみごみごみごみ その他その他その他その他

456  (77%) 77 (13%) 9  (1%) 51  (9%)
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Ⅲ ちばレポ ８
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平成平成平成平成26262626年度年度年度年度・・ちばレポ・・ちばレポ・・ちばレポ・・ちばレポ本格的運用の開始本格的運用の開始本格的運用の開始本格的運用の開始

・平成26年４月から本番環境用システム開発

・課題解決への市民参画の仕組み構築

クリアすべき課題クリアすべき課題クリアすべき課題クリアすべき課題

・市役所内の運用体制の確立

広範囲にわたる業務処理関係課の処理フロー

職員のリテラシー向上

・ちばレポの認知度アップ

当面の参加者目標 5,000人

若年層、高齢者層の参加者を増やすこと

・課題解決への参画市民の発掘・育成・支援
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


